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活動ご紹介



山梨市 大村勝也（おおむらかつや）様
親子２代で７０年近くにわたりミツバツツジ、三尺

フジを育成し、見ごろの時期になると県内外から多く
の観光客が訪れる。



無料で開放するほか、自主的に観光案内やお茶の提
供などのおもてなしを行っている。



山中湖村 坂本 賢祐（さかもとけんすけ）様

ＮＨＫラジオ深夜便「日本列島くらしのたより」でリ
ポーターを務め山梨の情報を発信



うづのみ芸術祭の開催や山中まちづくり委員として
様々なイベントを企画するなど、若い力でおもてなし
を推進



全国高等学校総合体育大会山梨県生徒実践委員会

約１６万人の観客が来県した昨年夏のインターハイ
において、県内すべての高校及び特別支援学校の代表
生徒で実践委員会を組織



「おもてなし分科会」では生徒による観光案内や手
作り記念品（ミサンガ）1万2000個の作成・贈呈な
どを実施



甲府市立北東中学校
平成４年より甲府駅北口の清掃活動を継続的に実施。



地域を美しく保ち、甲府駅を利用する方々に気持ち
よく使っていただくおもてなしの気持ちを育む機会と
なっている。



山梨県立大学国際政策学部吉田ゼミ（甲府市）

「花子とアン」に関する観光資源をフェイスブック
で発信



関連商品（創作料理）の開発、フットパスの開催な
どを通じ、おもてなしのイメージアップに貢献



御山（おやま）倶楽部（富士吉田市）
御師外川家住宅の「お焚き上げ」の実施、ヤーナ川

の清掃活動、イス型案内看板の設置など地元住民目線
で様々なまちづくり活動に取り組む。



今年度は、御師の家の紹介看板に英語の解説を加える。



山梨市立加納岩小学校
県内小中学校で最初に「加納岩小のおもてなし宣言」を掲

げ、気持ちよく迎える挨拶、環境美化、地域の伝統文化を
キーワードに積極的な活動に取り組んでいる。



ＰＴＡや地域の協力も得ながら地域と一体となって
活動を推進している。



白鳳会（はくほうかい）（韮崎市）
大正13年の創立以来90年にわたり、南アルプスや

茅ヶ岳などの山々を中心とした自然保護活動や安全登
山指導、登山道整備等に取り組む。



県内山岳会のリーダー的存在として、自然環境の保
護や観光振興等に尽力。



県立増穂商業高等学校（富士川町）
町の特産品「ゆず」「ラ･フランス」を原材料とし

た商品開発に取り組み、県内のイベントや、道の駅な
どにて販売活動を実施。



地元住民はもとより、富士川町を訪れる観光客から
評価され、地域活性化に寄与している。



県立富士河口湖高等学校
社会科学部は、富士北麓の「地域に根ざした文化･歴

史」をテーマに高いレベルで研究・発表している。



英会話部は、河口湖駅周辺で、英会話力の向上を目
的に外国人観光客に対する英語による声かけを行い、
道案内や簡単なガイドにつながっている。



大月市観光案内所
市内を訪れる登山客･観光客に対し、手作りのラン

チマップや登山マップなどによる案内の他、首都圏か
らの玄関口として、県全域の観光をＰＲ。



タブレット端末による案内や折り鶴配布など、外国
人観光客に対する積極的なおもてなしを実施



富士急山梨ハイヤー株式会社（富士吉田市）
おもてなしタクシードライバーに１８名（３０％）が

登録する他、独自の観光ドライバー認定制度を定め、
「富士山検定」に合格するなど条件をクリアした者を認
定（５名）。



全従業員が「おもてなし宣言」をするなど、山梨
ファンづくりに取り組む。


